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国見の家庭料理大集合
　３月16日㈰正午から、みんなんかんで「心に響く
郷土料理大集合」（主催くにみグリーンツーリズム研
究会）が開催されました。生活の中から生まれた郷
土食に磨きをかけ、子どもたちへつないでいこうと、
今年で３回目の開催となり、約50人が参加しました。
　参加者の皆さんは、タコ飯、だんご汁や上岐部地
区の家庭料理「お茶まま」などの郷土料理を試食。
宇佐市で生活工房とうがらしを主宰する金丸佐佑子
さんの「続・おいしさ以上のもの」と題した講演も
行われ、国見町の郷土料理を再認識しました。
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国東小学校で二分の一成人式
国東町

　３月４日㈫、国東小学校で、二分の一成人式が行
われました。二分の一成人証書が荒木大雅さん、小
城舞さんに山本泰光校長から手渡されました。この
後、55人の４年生が一人ひとり両親への感謝のこと
ばや将来の夢を発表。保護者代表が児童にお祝いと
激励のことばを送り、成人式の２分の１、節目の10
歳をみんなで祝いました。

「きみに伝えたい」「語り合おう」の２曲を合唱する４年生「きみに伝えたい」「語り合おう」の２曲を合唱する４年生

国見町の郷土料理を試食する参加者国見町の郷土料理を試食する参加者

そろいのハッピ姿で火の用心を呼びかけましたそろいのハッピ姿で火の用心を呼びかけました

国見町

国見田舎歌舞伎保存会設立総会
　３月13日㈭、国見田舎歌舞伎保存会設立総会がみ
んなんかんで開催されました。この保存会は、国見
田舎歌舞伎愛好会を発展的解消し、田舎歌舞伎の継
承と普及を目的に設立されました。今後は、「無形民
俗文化財」指定をめざし、定期的な
上演や後継者育成のため子ども歌舞
伎教室の開催等を行うこととしてい
ます。

「２００年にわたり国見に伝えられた郷土芸
能の歌舞伎を、市の宝として市内に拡めて
いきたい。」とあいさつする堀田一則会長

強い風雨の中、
ゴールめざして歩
く参加者の皆さん

総会には、来賓や会員（２５人）合わせて約４０人が出席総会には、来賓や会員（２５人）合わせて約４０人が出席

国見町
五辻不動尊春季大祭

　３月９日㈰、千燈の五辻不動尊で春季大祭が行わ
れました。千燈不動山の途中の岩屋に祭られた不動
尊では、家内安全、交通安全を祈願した護摩焚きが
行われ、約500人の参拝客が訪れ終日にぎわいました。
　また、千燈寺の檀家の皆さんによる、おこわの接
待もありました。

国見町

武渓保育所防火パレード
武蔵町

　３月４日㈫、武渓保育所「ぶけい幼年消防クラブ」の皆
さんによる防火パレードが行われました。出発式では、ク
ラブ員全員でおもちゃのチャチャチャを演奏し「火遊びは
絶対にしません」と大きな声で防火の誓いを宣誓。その後、
保護者や国東消防署武蔵出張所署員と一緒に同保育所の周
辺をパレード。拍子木を打ちながら大きな声で「火の用心」
を呼びかけました。

諸田山神社御田植祭
安岐町

　３月20日㈭、諸田山神社で「諸田山神社御田植祭」
（大分県指定無形文化財）が行われました。五穀豊
穣・氏子繁栄を祈念して、毎年春分の日に開催され
ており、文政４年（1821年）から180年以上にわた
り諸田地区で受け継がれてきました。
　畔塗り、早乙女にふんした小学生男児の田植えな
どの一連の作業が、鉦、太鼓、笛の囃子に合わせて
ユーモラスに演じられたり、張り子の牛が登場して
暴れ回ったり、ウナリ（妊婦）が突然産気づいたり
と、会場内は笑いの渦に巻き込まれていました。

み仏の里くにさきウオーキング
国東町

　３月23日㈰、第１回み仏の里くにさきウオーキン
グが開催されました。国東市のすばらしい自然、文
化財をもっと知ってもらおうと、今回初めての開催
となりました。
　風雨の強い悪天候の中、小原の黒津崎お祭り広場
を出発して泉福寺・安国寺などを巡る26・13・６キ
ロの３コースに、市内外から約100人が参加しまし
た。
　なお、今後は、市内各地でコースを変えて開催さ
れる予定です。

伊藤家のひなまつり
国東町

　国東町重藤の「ギャラリー伊藤家の囲炉裏」で
NPO法人えにしネット21主催の伊藤家のひなまつり
が２月28日㈭から１週間にわたって開催されました。
　囲炉裏のある古民家を改装した会場には、ひな人
形が飾られ、近所の小学生をはじめ多くの人が訪れ
ました。また、期間中には国東太鼓や琴、三味線の
演奏会も行われました。
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